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の
における曼荼羅の供養次第

田　中　公　明

（１）はじめに

　インド後期密教を代表する密教聖典『秘密集会タントラ』には，「聖者流」

と「ジュニャーナパーダ流」という二つの解釈学派がある。このうち聖者流の

根本典籍のほとんどは，すでにサンスクリット（以下 と略）原典が発見さ

れ，その大半は校訂テキストも刊行されている(1)。

　これに対してジュニャーナパーダ流は，『秘密集会』の解釈学派として，聖

者流と並び称される有力な学派である。同流の創始者ブッダジュニャーナパー

ダはパーラ朝初期の密教者で，ヴィクラマシーラ大寺院の金剛阿闍梨に任命さ

れたと伝えられる。彼は文殊から『秘密集会』の奥義を伝授され，『大口伝書』

『小口伝書』『普賢成就法』などの十四部書を著したといわれる。

　これら十四部書の大半は『チベット大蔵経』に収録され，チベット訳を参

照することができるが， 原典は失われている。ジュニャーナパーダ流の

生起次第の根本典籍『普賢成就法』 （以下

と略）(2)の 写本も，従来は知られていなかった(3)。

　筆者は，ニューヨークの世界宗教高等研究所 が撮影したネパールの

個人蔵写本 (4)が，『秘密集会』ジュニャーナパー

ダ流の文殊金剛十九尊曼荼羅の儀軌で，そこに ā ā（懺悔）として，

の第10偈から第17偈までが引用されていることを発見した(5)。
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さらに契丹の慈賢訳『妙吉祥平等祕密最上觀門大教王經』に説かれる「黙念大

伽陀」(6)が，その第10偈から第18偈に相当することを確認し，その他の資料も

参照しつつ， の第10偈から第18偈までの復元を試みた(7)。こ

れによって （『秘密集会タントラ』からの引用を除く）の韻

律が，密教儀軌としては異例のā āと ī の混成であることがわかった。

　このように筆者は，長らく の 原典を探し求めてい

たが，ネパール留学中に に所蔵される 1697（

2）のマイクロフィルム(8)を入手し，帰国後にその内容を検討したところ，

に対する著者不明の註釈の断片であることを発見した。この

写本は従来， (9)と称され，内容が明かでなかっ

たものである。

　 の註は『チベット大蔵経』中に４篇が知られているが，本

写本は，これらの何れとも完全には一致しない。しかし ．

（ ī ）造とされる （以下 と略）(10)とは近接し

た関係にあり，写本が残存する部分に，同文と思われる複数の箇所が存在する。

　わずか貝葉８葉の断片ながら，全体で165偈(11)ある のうち，

全体の３分の１弱に相当する第55偈から第105偈までの註が残存している。全

文を逐語的に註しているわけではないが，釈文から本文の原語の大半を知るこ

とができるのは貴重である。

　いっぽう内容的には，ジュニャーナパーダ流の生起次第の根幹をなす「四支」
． (12)と，文殊金剛十九尊曼荼羅の観想を説くことが注目に値する。

　後期密教の生起次第は，第一初加行三摩地，第二最勝曼荼羅王三摩地，第三

最勝羯磨王三摩地の三種三摩地よりなる。このうち写本が残存しているのは，

初加行三摩地に属する下品の四支の第二支から，最勝曼荼羅王三摩地の末尾近

くまでである。（表参照）

　そこで筆者は，「『秘密集会』ジュニャーナパーダ流の生起次第 ． の
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新資料」(13)において，この写本の存在を報告し，初加行三摩地の部分のローマ

字化テキストと和訳を発表し，さらに拙稿「新出の 写本『普賢成就法註』

所説の文殊金剛十九尊曼荼羅について」(14)に最勝曼荼羅王三摩地の上品の四支

の終わりまでのテキストと和訳を発表したが，写本末尾の部分については，い

ままで発表の機会を得なかった。

　そこで本稿では，この部分のローマ字化テキストと和訳を発表したい。なお

今回取り上げる最勝曼荼羅王三摩地の後半部分は， の本文で

は第95偈から105偈までに相当する。また上述の四支の体系では，前半が上品

の四支に相当するの対し，生起した曼荼羅の諸尊への供養と讃に相当する。

１　いまだテキストが刊行されていなかった聖者流の重要テキストは， ā

ā の と であったが，これらも

写本が発見され，前者は筆者が『東洋文化研究所紀要』をはじめとする複数の

学術誌にローマ字化テキストを掲載し，後者のテキスト（一部）も『東洋文化研究

所紀要』148冊に掲載された。
２　北京 2718
３　なお ā āｍ ā が，チベットのシャル寺で （下掲
註10参照）の 写本を発見したと報告しているが，同写本は文化大革命中に
行方不明となり，いまだ発見されていない。 ā āｍ ā

（

1937 1） 297
（ ）
４　

（1975
） 2 11

５　拙稿「『秘密集会』ジュニャーナパーダ流の新出文献 ā ā
について」（高崎直道博士還暦記念論集『インド学仏教学論集』［春秋社，1987年］
所収）を参照。
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６　大正 1192， 20，905 906 ；914 。なお前者では，漢字音写と漢訳がと
もになされている。
７　拙著『インド・チベット曼荼羅の研究』（法藏館，1996年）の第10章「『普賢成就法』
と『秘密集会』ジュニャーナパーダ流曼荼羅」を参照。
８　 994 8 なお では， という仮題が付さ
れている。
９　 7 1 97
10　北京 2732， にパラレルな釈文が存在する部分は，以下の と訳で
適宜参照した。
11　 の偈番号は，1986年６月の印仏学会学術大会での金本拓二氏の
発表の際，配布された資料によっている。
12　１．親近 ā，２．近成就 ā ，３．成就 ā ，４．大成就 ā ā
の四支からなり，ジュニャーナパーダ流では，これに上品・中品・下品の三種を立
てる。詳しくは，田中下掲13論文を参照。
13　前田専学博士還暦記念論文集『〈我〉の思想』（春秋社，1991年）所収。
14　『密教図像』第16号（1997年）所収。

（２）内容の概観

　それでは，今回取り上げる部分を概観してみよう。まず写本上の位置は，第

27葉の裏面４行目（27 4）から，第28葉の末尾までに相当する。なお本写本では，

最終フォリオ裏面（28 ）の保存状態が悪く，文字が一部しか判読できない。

　いっぽうその内容は，①第95～ 100偈と供養加持真言 ū ā ā (1)，

②第101 ～ 105偈までに分かれる。

　このうち第95偈の釈に，「《蓮華の中》（＝第95偈の初句）で始まり，供養（の

真言）で終わる６首のアールヤーによって・・・（諸尊の）輪を供養すべき方

軌が説かれた。」とあるように，①第95 ～ 100偈は，最勝曼荼羅王三摩地の前

半部で出生した文殊金剛十九尊曼荼羅の諸尊を供養する方軌を説いている。

　これは実際の供養物を使用するのではなく，観想によって供養物を奉献する
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運心供養の一種といえる。しかしそこには，後期密教を特徴づける性的な観想

が導入されている。その方軌は，自らの身体に導き入れられた諸尊が，菩提心（精

液）となって妃の蓮華（女性器）に放出され，そこから六つの感覚対象を象徴

する六金剛女が生まれ，諸仏を供養すると観想するのである。なおこの観想に

は，最勝曼荼羅王三摩地の冒頭，上品の四支の第一支において文殊金剛十九尊

の出生に用いられた観想法が応用されている。

　なお筆者は他稿において，『秘密集会』の金剛女と呼ばれる女性尊が，金剛

界曼荼羅の八供養菩薩から発展したことを論じた(2)が，ここでは六金剛女が，

まさに供養菩薩としての役割を果たしているのを見ることができる。

　いっぽう第101偈以降は，「讃の奉献」 ā と規定されるように，『秘

密集会』曼荼羅の根幹をなす五仏の讃を説く。まず一切の声境（聴覚の対象）を，

木霊のように（実体がないと）考え，自らの心に本尊，すなわち曼荼羅の主尊

を観想し，諸法を讃頌の音となす。（第101偈）

　なお，ここで引用される五仏の讃（第102 ～ 106偈）は，『秘密集会タントラ』

第十七分の第１～５偈に相当するが，松長校訂テキストと比較すると，一部の

語句に出入が見られる(3)。そして 註は，第105偈の阿弥陀如来讃（『秘密集会』

第十七分第４偈）の冒頭で終わっている。

　そこで本稿（３）では，この部分の の本偈と 註

を対照させ，（４）には本偈と 註の和訳を掲載することにした。なお

本文の 写本は発見されていないので，第101偈まではチ

ベット訳を掲げたが，第102偈以下は『秘密集会タントラ』から回収した

を掲載した。チベット訳の本偈は，中国蔵学研究中心編『丹珠爾』所収のリン

チェンサンポ訳(4)を底本とし，ナルタン（ ），デルゲ（ ），北京（ ），チョ

ネ（ ）の各版から， 註から回収された原文に一致する訳を採用した。

　また 註において，本偈からの引用と思われる箇所は太字とし，対応する

チベット訳を（　）に入れて示した。いっぽう和訳では，本偈からの引用語句
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を《　》で括って明示した。

　本写本はネパール系写本の常として と の区別が無く， と もしばし

ば混同されている。適宜訂正したので，詳細は本稿（３）の末尾に付した註を

見られたい。［ ］は汚損・剥落による判読不能を表し，〈　〉は脱字と思われ

る箇所を修補した部分，これに対して｛　｝は，写本に存在する文字や記号が

不要であることを示し，｛　｝ とした箇所は，文字や記号が抹消記号により筆

誅されていることを示す。また写本では， が常套的に となり，レー

パ直後の子音が重複するなど，現在とは異なった正書法が見られるが，本稿で

はそのまま転写している。

１　松長有慶『秘密集会タントラ　校訂梵本』（東方出版，1978年） 17。
２　拙稿「『秘密集会』曼荼羅の歴史的展開」（『密教図像』第九号，1991年）所収，
後に拙著『インド・チベット曼荼羅の研究』（法藏館，1996年）に再録。
３　なお本稿（３）では， 註と一致する異読を採用している。

４　中国蔵学中心編『丹珠爾』（対勘本）第21巻中国蔵学出版社 1998（ 905－926）。

（３） テキスト

　

　

　 (1)

　 95

　 ā ā 〈 〉 ā ū

〈 〉

　 ［27 5］ （ ） ā ā ā ā ū ā ā

ā ī ā （
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） ī (2) ā

〈 〉 ā ． （’ ’ ） ［27 6］

．（ ） ā (3)（ ）

（ ）

　 ’ (4)

　’

　 ’

　 96

　 ā ā ｛ ū ā｝ ．（

’ ） (5)
．（’

） ．
(6)（ ’

）｛｝ （ ） ［28 1］ ā (7)

（ ） ā

（ ）

　’ ’

　

　

　 ‘ ’ 97

　 (8) （’ ’ ）

｛ ｝ （

） (9) ū ā ā
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　 ’

　’ ’

　 ’ 98

　 （ ） ā ．［28 2］．
ā （ ） ā (10) 〈 〉

（ ） (11) (12)

（ ’ ） (13)（’

） ā ā ā （ ）

［28 3］ （ ’ ’

）ū ā ū ā ū ā ā．

　

　 ’ (14)

　

　 ’ 99

　 ā ā ā(15) ū （ ） （

） ā ．．．（’ ） ． ā ā

ā ū ． ī ā ū ā (16)［28 4］ (17)（

） （ ）

（ ’ ）

　 ’
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　 ’

　 (18) 100

　 ā ū （ ） ā ā ’

　 ū ā （ ’

） （ ） (19)（ ） 〈 〉

〈 〉（ ） (20)（ ’

） ā ā ［28 5］ 〈 ū ā〉

ā ā ’ （ ） ū ā ．．ā

ū ū ū ā （ ） ī

（ ）

　

　 ’ ’ (21)

　 (22) ’

　 ’ 101

　 ā ī ā ā (23)ā ［28 6］ （

） ū ā (24) （ ’ ’ ）

ū ā (25) （ ）

（ ） (26)（ ’ ） ā ā〈 〉

（ ’ ） （ ） ā ā ū［28 1］

　 ． ā ā ā ā

　 ā ’ 102
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　［28 1］［ ］ ā ā (27)［ ］

［ ］［28 2］［ ］ ā (28)

ā ā ā ā ā ā ．
ā ā ū ．
〈’〉 ［28 3］ 〈 〉 (29) ā［ ］ā

ā

　 ā ā ā

　 ． ā ā ā ’ 103

　 ā ā (30) ā (31)

［28 4］ ā ā (32) ā ā ā

ā ā ā ā

〈’〉 ū ā 〈 〉

　 ā ā ī ā ā

　 ā ā ’ 104

［28 5］ ā ī ā

ā ā (33) ā ā ā ā
(34) (35) ī

［28 6］ ［ ］ ［ ］ 〈’〉 ū ā

〈 〉

ā ā ā

ā ā ā ā ā ’ 105
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ā ． ā ［ ］

１　 ：
２　 ：
３　 ：
４　 ：
５　 ：ﾟ ﾟ
６　 ：ﾟā ā
７　 ： ā
８　 ：
９　 ： ．ā ī ī
10　 ： ā
11　 ： ā ā
12　 ：
13　 ：ā ā ā ā
14　 ：
15　 ： ā ā ﾟ
16　 ： ū ā
17　 ： ā
18　 ：
19　 ：
20　 ： ā
21　 ：
22　 ：
23　 ：
24　 ： ū ā
25　 ：
26　 ：
27　 ：
28　 ： ā
29　 ：
30　 ： ā
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31　 ： ā
32　 ： ā
33　 ：ā ā ﾟ
34　 ：ā ā ﾟ
35　 ：ﾟ ﾟ

（４）和訳

　蓮華の中に，これら自らの種字によって一切の色等を鉤召して，

　三菩提の意の自相をもつ光明の円光として観想すべし。（第95偈）

　《蓮華の中》 ではじまり供養（の真言）で終わる６首のアー

ルヤーによって，このように（＝これ以前の部分で）灌頂を受けた（諸尊

の）輪 を供養すべき方軌が説かれた。智薩埵の心真言・種字・光明に

より，《一切の色等を鉤召して》 ū ā ā ā ，つまり自らの身

体に入れ，金剛道（＝尿道）より出して，《菩提心（＝精液）の自相をもつ》

ū 《光明の円光》 ū として，妃の《蓮華（＝

女性器）の中に》《観想すべし》 ā ā 。（第95偈釈）

　妃の身体の毛孔のそれぞれから生じた，虚空一面を余すところなく覆う種々

の光線の拡大しつつある集合体。智慧ある者は，それを放出せよ。（第96偈）

　それから というのは，このように観想してから，《妃の身体の毛孔

のそれぞれから生じた》 ā ，《種々の光線の拡大

しつつある集合体》 ā ā ū が，《虚空一面を覆う》

ā ā ā 。《智慧ある者》 ā とは，放出等（すなわち放

出者と放出対象）が別に存在するという観念 を離れて，《余す
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ところなく》 とは，全身全霊をもって ā 《放出せよ》

（という意味である）。（第96偈釈）

　光明の門より生まれた身体を一切の装身具で美しく飾った無垢なる（女神た

ちは）鏡，琵琶，香（器），食物を盛った器，布とダルモーダヤ等の（第97偈）

　それから，《光明の門（＝先端）から生まれた》 ā (1)《身

体を一切の装身具で美しく飾った無垢なる》 ā ā ī

女神たち，すなわち色（金剛女）等の女神が，（主尊の毛孔から放たれると観想

すべきである。）（第97偈釈）

　シンボルによって順次に，（彼女たちの）魅力的な手指は輝く。その光輝か

ら化現した，種々の供養雲の広大な網が広がる。（第98偈）

　（彼女たちが）《順次に》 というのは，次第の如く ā ，

鏡等の６種の《シンボル》 と，副次的な ā （持物）すな

わち剣・蓮華等によって適宜 ā ，彼女たちの《魅力的な手

指》 ī は《輝く》 ，すなわち美しく飾られている

ā ā。《光輝》ā ā ā ā，すなわち (女神たちの) 輝ける魅力的な手

から《化現した》 ā《種々の供養雲の広大な網》ā ā ū ā ā ā

とは，色等の供養の拡大しつつある雲の如き集塊（のことである）。（第98偈釈）

　諸々の事物を幻等と知る無礙慧と，世間的な見方に善巧なることにより，一

切の分別を余すところなく離れた，大楽の生起の因となる。（第99偈）

　《諸々の事物を》 ū ā 如幻等（の十喩）の姿と知る《無礙慧》
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と，《世間的な見方》 ，すなわち対境への愛着

により世間に随順する歌舞等の修習，これら両者に《善巧なることによ

り》 ā ，《分別を離れた》 《大楽の生起の因となる》

ā ū ことにより（第99偈の釈）

　色（金剛女）等の女神たちと，そのような外界の香等（＝感覚対象）すべて

により，このように勝者の王（＝仏陀）たちを供養し，区別する分別を離れる

べし。（第100偈）

　上述の《色金剛女等の女神たち》 ū ā ī の《ような》 ，《外

界の》ā ，《香等すべてによって》 ā ，曼荼羅輪に住する《勝

者の王たちを》 ā ， ā ū ā ā ā ’

という，《このように》 ，すなわち供養加持真言 ū ā ā によっ

て，供養処・供養者・供養を《区別する分別を離れた》

瑜伽者は，《供養すべし》 ū 。（第100偈釈）

　木霊の如く一切の声境を感知しつつ，その後で，自心に本尊を住せしめて，

諸法が讃頌の音となると思念せよ。（第101偈）

　いま《木霊》 ではじまる偈（第101偈）によって，讃の奉献が説

かれた。《その後》 とは，供養儀軌の直後に，（行者は）一切の音声の

集積 ū ā を，《木霊の如き》（実体のない）讃頌

として《感知しつつ》 ū ，《自心に》 《本尊》 ā

すなわち（曼荼羅の）主尊 ā āを観想すべきである。この《讃頌》

によって ā喜ばせつつ，《諸法を》 ā 影像の如き ā ū （以

下判読不能）（第101偈釈）
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　阿閦金剛よ。広大智よ。金剛界よ。大慧者よ。三曼荼羅よ。三金剛の主よ。

金剛よ。宣説せよ。汝に敬礼あれかし。（第102偈）

　（判読不能）阿閦であり，また不壊でもあるから金剛である。彼は清浄（以

下判読不能）であるから，《広大智》 ā ā である。彼は（判読不能）で

あるから，《金剛界大慧者》 ā ā である。彼は身口意曼荼

羅の自性をもつから，《三曼荼羅》 である。（身口意の）三金剛の

中では，意金剛が最も重要だから，《三金剛の主》 ā である。

　このような阿閦を，（偈の）各句ごとに 称賛してから，《汝に敬

礼あれかし》 ’ とは「汝に敬礼する」 の意である。

讃偈によって法が説かれた。《音声》 は「宣説せよ（命令形）」（の意）

である。《金剛》 とは不二の法性 āの意である。（第102偈釈）

　毘盧遮那よ。大清浄よ。金剛寂よ。大楽よ。

　浄光明中の最勝者よ。金剛よ。説示し給え。汝に敬礼あれかし。（第103偈）

　このように輝いているから《毘盧遮那》 である。無煩悩の衆

生であるから，《大清浄》 ā である。彼は不壊の息災法の事業

ā の主であるから，《金剛寂》 ā である。彼は最勝歓喜

ā の本性をもつから，《大楽》 ā である。彼は大円鏡智の

自性をもつから，《浄光明中の最勝者》 ā ā ā である。

このように説いて，《金剛よ。説示し給え。汝に敬礼あれかし》

〈’〉 以下は，前と同様である。（第103偈釈）

　宝王よ。甚深妙よ。虚空金剛，如虚空界離諸垢よ。

　自性清浄よ。無染よ。身金剛よ。汝に敬礼あれかし。（第104偈）
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　《宝王》 ā とは宝生（如来）のことである。彼は著しく深いか

ら，《甚深妙》 ā ī である。虚空の如く金剛不壊であるから，《虚

空金剛》 である。彼は平等性智を有するから《如虚空界離諸垢》

ā ā であり，また自性清浄で煩悩と業による再生を断じているから

（判読不能），《無染》 である。（判読不能）《身金剛よ。汝に敬礼あれか

し》 ā 〈’〉 以下は，前と同様である。（第104偈釈）

　金剛甘露よ。大王よ。離戯論よ。虚空持金剛よ。

　貪欲の彼岸に到達した者よ。金剛よ。説示し給え。汝に敬礼あれかし。（第

105偈）

　《金剛甘露》 ā 以下は，（以下欠）（第105偈釈）

１　これ以後，第100偈までの主題となる六金剛女と，それと同格の名詞・形容詞は，
すべて複数・具格をとり，最終的に第100偈の ū につながるが，訳文が晦
渋となるため，これらの格関係は無視して和訳した。

　付記
　本稿の内容は，1993年に 財団客員研究員として英国オックスフォー

ド大学に留学した時， 教授の指導を受けて行った研究に基づ

いている。本論文について一切の責任が筆者にあることはいうまでもないが，

教授の懇切な指導について，深く感謝の意を表す。
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『普賢成就法』 の構成

三種三摩地 写本 論　文 四支 偈番号 内　容

欠
第１～ 17 偈 序と前行

初加行

三摩地

下品
第18 ～ 54 偈

自己の浄化

残
存

前田専学博士
還暦記念論集

第55 ～ 65 偈

中品 第66 ～ 69 偈 妃の浄化

最勝

曼荼羅王

三摩地

『密教図像』16 上品 第70 ～ 94 偈 曼荼羅の出生

本論文で
取り上げる部分

第95 ～ 100 偈 供養

第101 ～ 105 偈
讃

欠

第106 偈

第107 ～ 108 偈 五甘露の奉献

最勝羯磨王
三摩地 第109 ～ 165 偈
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